
１ 計画の概要

計画の名称

計画策定主体

計画期間

２ 交付対象事業の進捗状況
①対象事業

事　業　型
事業箇所名
（地区名）

森林整備事業 育成林整備事業 黒崎大間越線 青森県 深浦町 林道開設 L=986m H27 ～ R1 241,043
令和６年度まで
事業継続

森林整備事業 育成林整備事業 築棒沢宮崎線 深浦町 深浦町 林道開設 L=670m H27 ～ R1 314,866
令和２年度まで
事業継続

森林整備事業
林道点検診断・
保全整備事業

浜野線 深浦町 深浦町
保全整備
 橋梁１基　L=30m

H27 7,448 事業完了

森林整備事業
林道点検診断・
保全整備事業

朝日奈線 田子町 田子町
点検診断
 橋梁２基　L=21m

H27 535 事業完了

森林整備事業
林道点検診断・
保全整備事業

津軽沢線、長間瀬
線、別所線

鰺ヶ沢町 鰺ヶ沢町
点検診断
 橋梁５基　L=41.9m

H28 4,320 事業完了

森林整備事業 林道改良事業 寺下土折線 階上町 階上町 林道改良 L=50m H27 23,887 事業完了

森林整備事業
山のみち地域づく
り交付金事業

嘉沢関線
小雷鉢貫通線

田子町 田子町 林道開設 L=5,104mH28 ～ R1 668,500 事業完了

森林整備事業 育成林整備事業 前田野目馬神線 青森県 五所川原市 林道開設 L=90m H29 ～ R1 33,843 他事業へ移行

小　　計 1,294,442

②関連事業

３ 事業効果の発現状況

４ 整備計画期間内における定量的指標の実現状況

５ 今後の方針

６ 第三者の意見

達成状況成果目標

　本県においては、戦後の拡大造林施策により植栽されたスギが民有林面積の約４１％を占めており、今後、積極的な森林整備や木材利用の推進
が求められている。
　これらを推進するためには、地域の林業生産活動を強化するための路網整備や森林施業の集約化が必要不可欠であり、その取り組みとして、森
林施業の基盤となる林道・作業道の新設による林内路網整備や老朽化により機能が低下した橋梁等の林道施設の機能強化による長寿命化対策など
が重要な役割を果たしてくる。
　今後は、森林整備と路網整備を一体的に取り組むことにより、森林・林業・木材産業の発展や森林の公益的機能の高度発揮による緑豊かな郷土
の森づくりを推進する。

指 標 の 内 容

目標値

　間伐を中心とした森林整備面積を現状の１４ｈａから５０ｈａにする（対象事業地区内）。

計画の目標

深浦町、田子町、階上町、鰺ヶ沢町、五所川原市（５市町）対象市町村

評価指標

・路網の整備により、造林間伐等による荒廃森林の森林整備が進み、水源かん養、土砂流出防止、二酸化炭素吸収等の森林の持つ公益的機能向上が図られた。また、既存
林道の長寿命化対策を実施したことにより、将来に渡って森林へのアクセスと輸送機能を確保することができた。

関係市町村

・整備計画期間内における定量的指標の目標に対する実績は、５０haの目標に対し６３．２５ha増の１１３．２５haとなっており、達成したものと評価できる。

間伐を中心とした森林整備の推進

農山漁村地域整備計画事後評価調書

緑豊かな青い森づくり計画

青森県

平成２７年度～平成３１年度（５年間）

計画期間内の事業内容
（工種及び数量）

工　期

50ha

実績値

進捗状況

（１）当該整備計画期間内の事業実績では、路網整備によって間伐等の森林整備が進められ、定量的目標の達成に貢献したと認められる。

（２）県内では大型木材加工施設や木質バイオマス発電施設などの稼働により、木材の県内利用が高まっていることから、伐採から造林保育までの取組を支えるため、引
　　き続き、基盤となる路網整備に取り組んで欲しい。

（３）利用期を迎えた森林資源の循環利用に向けて、伐採跡地の着実な更新など適切な森林整備を促進するため、林道は不可欠な施設であることから、次期計画において
　　も必要な予算を確保して欲しい。

事　業　名 事業実施主体

63.25haの増

計画期間内
の総事業費
（千円）

113.25ha

・森林の総合的な管理、経営を行うための基盤となる林道路網の整備状況が、目標林道密度12.0m/haに対し、未だ5.4m/haと低位にあることから、林道の開設を計画的に進
める。


